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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:20000

Calculated MW: 132 kDa; Observed MW: 150 kDa
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	背景
	インスリンによる様々な細胞プロセスの制御を媒介する可能性がある。インスリン受容体によってリン酸化されると、ホスファチジルイノシトール3-キナーゼp85サブユニットやGRB2などのSH2ドメインを含む様々な細胞タンパク質に特異的に結合し、制御性p85サブユニットに結合するとホスファチジルイノシトール3-キナーゼを活性化する。
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	Phospho-IRS1 (S636) 抗体を使用した SH-SY5Y 溶解物中の Phospho-IRS1 (Ser636) のウエスタン ブロット分析。
	

	リン酸化IRS1（Ser636）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧高温Tris-EDTA pH 8.0を使用しました。右側はブロッキングペプチドを添加したサンプルです。

